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 期末テストも近づいてきて、１学期が終わると、いよいよ夏休み。夏休み明け

には、最高学年として取り組む文化祭が待っています。その文化祭を行うため

には、やはり、本物にふれなければなりません。今年、３年生は劇団四季大阪

劇場で「キャッツ」を見に行きます。どんなキャストが、どんな演技をし、ど

んな大道具や小道具が使われ、どんな演出がなされるのでしょう。いろいろな

視点から、たくさんのことを学び、素晴らしい舞台を作りましょう。 

 

＜なぜ観劇をするのか？＞ 

 ・文化祭の舞台発表に向けて、プロの演技に触れ、イメージをふくらまそう。 

 ・エンターテイメントの世界で働く人たちの演技から、本物の凄さを実感し、

自分自身の将来の夢の実現の刺激にしよう。 

 ・仲間と協力し、公共のルールやマナーを守りながら、現地集合・現地解散

しよう。 

 

＜いつ？どこで？＞ 

  日 時  6 月 30 日（金曜日） １３：３０～ 

場 所  大阪四季劇場 

大阪市北区梅田 2-2-22 ハービス PLAZA ENT 7 階 

服 装  本校指定の制服（ポロシャツ、スカート、スラックス） 

費 用  徴収させていただいている費用を使います。 

現金の必要はありません。 

引率者  ３年生の先生 

１９５３年７月１４日創立の劇団四季は、現在８つの専用劇場を持ち、年間

のステージ数（総上演回数）は３０００回を超えます。 

単純計算しても１日あたり８公演、多いときには日本列島の１２箇所で劇団

四季の舞台が上演されているということもあるのです。また、国内での上演

活動の一方、海外交流や舞台芸術の振興を図るための様々なプロジェクトに

も取り組んでいます。海外での公演のみならず、諸外国の優れた舞台芸術団

体との交流、俳優や技術スタッフの養成についての協力など、その活動は多

岐にわたっています。劇場での演劇活動以外にも、チケットシステムを独自

開発するなど市民社会と演劇とのかかわりがより深くなることを目指して

きました。 

こういった活動を支えている構成員は、俳優や技術部スタッフ、経営セクシ

ョンなど総勢１０００名を数えます。 

良質の舞台を世に送り出す、という目的のために集まった人々が、それを真

摯なビジネスとして展開しているのです。 

演劇が市民社会に深く根を下ろしている欧米に比べると、現在の日本で演劇

を楽しむ人々は多いとは言えません。 

近年、観劇人口は顕著に増えてはいますが、日常生活の中に常に観劇がある

という状況にはまだ至っていないと思われます。 

しかし歴史をめぐると日本人は、能・歌舞伎・狂言など世界に誇る様々な伝

統芸能も有した世界有数の演劇愛好民族なのです。 

これからも、劇団四季は演劇界に新たな潮流を生み出し続けてまいります。

（劇団四季ホームページより） 



 
 
 
 
 

なぜ『キャッツ』は 32 年もの間､次から次へと新しい人々を引きつけ､9000

回以上の驚異的なロングランを続けているのでしょうか？ 

それは､人々がミュージカルと聞いて連想するイメージを越えた独創性にあり

ます｡ 
 

ロビーからつづく扉を開けると､そこは『キャッツ』の世界｡ 

客席と舞台とが一体となった都会のゴミ捨て場が広がっています｡ 

一歩足を踏み入れるやいなや､まるで自分が猫のサイズになったという錯覚を

覚え､あなたはあっという間にキャッツワールドの住人となることでしょう｡ 
 

闇に光る無数の猫の目。そして始まる圧倒的なパフォーマンス。 

 息もつかせぬ、ジェットコースターのような展開・・・。 

 今宵は年に一度の舞踏会。24 匹の猫たちが語る、それぞれの生き方とは？ 

そして、天上に上り、新しい人生を生きることを許されるただ一匹の"ジェリ

クルキャッツ"に選ばれるのは誰なのか？ 

「何度観ても新しい発見がある」「今度は家族と観たい」「初めて観ましたが、

想像以上の迫力でした」 

その魅力を是非、あなたも劇場で体験してください。 

満月が青白く輝く夜、街の片隅のゴミ捨て場。 

たくさんのジェリクルキャッツたちが、年に一度開かれる"ジェリクル舞

踏会"に参加するため集まってきます。 

人間に飼い馴らされることを拒否して、逆境に負けずしたたかに生き抜

き、自らの人生を謳歌する強靭な思想と無限の個性、行動力を持つ猫、そ

れがジェリクルキャッツ。 

そして今宵は、長老猫が最も純粋なジェリクルキャッツを選ぶ特別な舞踏

会。 

 再生を許され、新しいジェリクルの命を得るのは誰か。 

 夜を徹して歌い踊る猫たち。 

やがて夜明けが近づき、ナイフで切ってしまえそうな静寂に向かって、天

上に上り、 

 新しい人生を生きることを許されるただ一匹の猫の名前が、宣言されま

す。 

その猫とは‥。 


